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これまでの進捗点検について 
 

流域委員会では、進捗点検に関する審議の進め方について議論し、「平成 16 年度進捗点

検について意見書（中間とりまとめ）」、「河川整備計画基礎案整備シートに係わる平成 17

年度事業の進捗点検についての意見」をとりまとめた。以下に、概要を述べる。 

①議論の経緯 

・ 平成17年度事業の進捗点検に関する審議の進め方の議論は、第50回委員会（Ｈ18.4.24）

で、当面の点検の作業体制とその点検内容について、河川管理者との意見交換を行い、

第 51 回委員会（Ｈ18.7.6）において上記意見書として承認された。なお、第 52 回委員

会（Ｈ18.10.10）までの間で少数意見を募集しそれを添付して最終意見書として、河川

管理者に提出されている。 

・ 議論は、各部会（淀川部会、琵琶湖部会、木津川部会、猪名川部会、利水水需要管理部

会）において行われ、それぞれ各１回程度の部会、検討会、作業検討が開催された。 

・ 各部会で議論された結果をとりまとめ、委員会で総括を行った。 

 

②整備内容シート作成内容 
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③意見の対象とした事業 

・ 河川管理者が行った総点検数は 238 事業であった。 

・ この内意見の対象となった事業の分野別点検項目数を以下にあげる。 

・ 抽出された点検数は 106 事業となり、抽出したとはいえ相当数に上った。 

 

【分野別点検項目数】 

分野 点検項目数 

計画 1 
治水 55 
利水 4 
環境 28 
利用 10 
維持管理 2 
ダム 6 
総点検事業数 106 
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④意見書例示 

・ 具体的な整備シートに基づき７項目（計画、環境、治水、利水、利用、維持、

ダム）ごとに意見をとりまとめた。 

以下に意見書の抜粋を例示する。 

【河川整備計画基礎案整備シートに係わる平成 17 年度事業の進捗点検についての意見】 

＜抜 粋＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


